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白田　勉 さん

編集長インタビューの掲載企業を募集します。ご希望の方は弊社までご連絡ください。

Interview編集長インタビュー

IT経営のポイント

成岡：本日はお忙しいとこ
ろ有難うございま

す。貴社の事業の説

明からしていただけ

ますか？

奥田：そうですね。弊社は
総合建設土木業がメ

インで不動産開発や

不動産コンサルティ

ング事業も手がけて

います。建物を建て

たり、土地を入手し

てそこに建物を建て

て地域を開発する、そういう仕事です。

成岡：もうすぐ京都駅八条口に「WAKATOビル」が誕生するそう
ですね。

奥田：そうです。この「WAKATOビル」は弊社の永年のノウハウ
の結晶ともいえるビルです。2010年の２月に竣工式を予定し

ています。

成岡：永年のノウハウといいますと？
奥田：いま、世間では「エコ」とか「環境」とかがキーワードにな

っています。弊社では随分以前からこのトレンドを先取りし、

環境対策の技術の蓄積を図ってきました。その集大成が、こ

の「WAKATOビル」です。「環境に配慮したサスティナブル

なモデルビル」というコンセプトです。現状可能ないろいろ

な環境対策技術を盛り込んでいます。京都市内で初の

CASBEE　Aランク認定ビル第１号となる予定です。

成岡：例えばどういう技術が活かされているのですか？
奥田：簡単なことから言うと、屋上庭園や屋上緑化壁、太陽光発電

パネルの標準設置、LED照明、ガラス窓の二重化、アルミハ

ニカム庇設置などの最先端の技術が盛り込まれています。ま

たその結果を可視化しています。しかし、建設コストはその

ために25％程通常の

建物よりコストアッ

プになりました。

成岡：それは痛いですね。
この認定を受けると

それなりのメリット

がありますか？

奥田：いや、それが現時点
では明確にありませ

ん。自己満足にとど

まっています。本来

的には、何らかのメ

リット、つまり具体

的には建築物の高さ

規制の緩和や固定資

産税の軽減措置とか、法人税の一部還付など具体的なメリッ

トがぜひ欲しいところです。今年の10月には、京都市の

CASBEE認定に関す

るプロジェクトチーム

の全体会議にも呼ばれ

て、力説してきたとこ

ろです。

成岡：そうですか。環境、環境、
エコ、エコと世間では

うるさいくらいです

が、現実的にはこういう最先端の取り組みに対する評価が、

ほとんど感じられないと。

奥田：京都市だけの問題ではなくて、国全体の行政の仕組みそのも
のが制度疲労を起こしていると思います。弊社でこのたび手

がけた「下水道料金節減システム」に関しても、そうです。

成岡：「下水道節減システム」ですか？
奥田：そうです。これは従来の下水道料金体系は、「みなし」料金体

系なのです。下水道は、上水道を使用した水がそのまま下水

道に流れると「みなして」いる料金体系になっています。し

かし、実際には製造している製品に多くの上水からの水が入

っていたり、空調機の運転に際し蒸発したり、ほとんど上水

から取り入れた水が100％下水道に流れていることはありませ

ん。

成岡：そうすると利用者は高い下水道料金を負担していた。
奥田：そうです。一部は空中

に蒸発したり、製品の

中に混ざっていたりし

ます。なので、この下

水道の流量を正確に測

定して、その違いを明

確にし、利用者の下水

道料金の節減を図ると

いうものです。

成岡：なるほど。ねらいはこのシステムで浮いたコストを、省エネ
環境対策分野に投資するということですね？

奥田：そうです。いま関西の大規模施設、例えば病院や学校、ホテ
ルなどでテストランニングを行い、非常にいい結果のデータ

が得られています。今後楽しみな事業分野です。

成岡：本日はどうもありがとうございました。

　こんにちは！　毎朝５時に起きて
神戸から京都まで通勤している白田
勉です。最近海釣りにはまって、お
休みにはどこかの船に乗っています。
釣りがお好きな方がいらっしゃいま
したら、是非お声を掛けて下さい。
　IT経営塾勉強会には、商工会議所
のセミナー講師としてこられていた
成岡さんからお声を掛けて頂き参加
させて頂きました。
　私共の仕事は、お客様の潜在化している問題を顕在化する事で
す。「息子に事業を継がせるには、自社株対策が必要なんやな～」
とか「長男に生前贈与しても、後から他の子供達に、遺留分減殺
請求を起される事もあるんやな～」とお客様にお気づき頂いて、
初めて対策としての生命保険の活用方法が提案できます。
　その為には、先ずお客様の話をしっかり伺う事。しかし、実際
はなかなか直ぐには本音を語ってくれません。そこで必要なこと
が、「よそさんではこんな事がありまして」とか、「あちらさんでは、
こんな思いで、こんな事やってはります」と言う引き出しを沢山
持っている事なのです。
　IT経営塾勉強会は、利害関係の無い異業種の方々の、問題点や
これからのトレンドなど本音のお話が沢山聞けて、引き出し作り
には最適の場です。
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　ＮＨＫクリエイ
ティブ・ライブラ
リ ー は、ＮＨＫの
番組から切り出し
た映像を創作用素
材として、無償で
公開しているサイ
トです。画像の無
料素材はネット上
に山ほどあります
が、映像となると無料で良質のものは少ないでしょう。
　ジャンルは多岐にわたり、「生きもの」「日本や世界の風景」
「ＣＧ・特撮」「地球・環境」「乗りもの」などがあり、音楽や
効果音も公開されています。１本あたり１分間ほどの長さで、
映像の数は1,000本以上あり（３月までに3,000本に増える予
定）、無料で自由に利用できます。（ただし著作者名を表示し
た上で、非営利目的に限ります。）
　ダウンロードした映像素材を編集・加工したり、他の素材
と組み合わせたりして、自由に作品を作って公開することが
できます。非営利限定なのでビジネス用途で使うのは無理で
しょうが、教育や趣味の範囲で使う分には問題なさそうです。
ＮＨＫとしても、10代の子供たちに使ってもらうことを目的
にしているとのことです。
　サイトオープン時にはウェブ上で簡単に作品制作ができる
機能を提供していましたが、あまりのアクセスの多さにサー
バーがパンクし、現在は素材の公開をメインに限定版で運営
されています。作品を作らずとも、素材を見ているだけでも
楽しいサイトです。　　　　　　　　　　　　　（木澤　康仁）

　会社を経営していくにはいろいろな業務をうまくやる必要があ
ります。営業・生産・開発・経理・人事の各分野にわたって、受
注処理・出荷処理・発注処理・入荷処理のような日々の作業から
顧客管理・在庫管理・生産管理のような業務まで、多くの業務の
生産性を高めていくことが求められます。このために欠かせない
のが、人・組織とＩＴです。
　ただ人・組織の重要性は十分認識されていますが、ＩＴに関
してはそれほどでもないようです。経済産業省もＩＴをもっ
と経営に活用するようにといろいろな施策を打っています。
そのひとつにＩＴ経営ポータルというサイトがあります
（http://www.meti.go.jp/policy/it_policy/it_keiei/）。こ の サ
イトでＩＴ経営とは、「ＩＴの高度な利活用によって経営戦略を

遂行し、企業の生産性を高めて競争力の強化を図ること」と説明
されています。
　このＩＴ経営推進のため、ＩＴ経営力大賞という表彰が毎年行
なわれています。2009年は京都の田中精工さんが応募企業の中で
トップ３社に与えられる経済産
業大臣賞を受賞されました。Ｑ
ＣＤ（品質・コスト・納期）を
向上させたダイカスト一貫生産
の仕組みを、ＩＴを活用して協
力会社と一体となって構築した
点が評価されました。
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